
令和７年度 部会報告（医療的ケア児等支援検討部会） 

 

１ 令和７年度の取り組みの方向性 

・周知活動や地域の支援者との連携を目的に、幼稚園保育所と医療的ケア児の事例報告会を実施してい

く。周知活動を効果的にするために、他部会との連携を検討する。 

・プロジェクト活動の継続や、事例を通して課題への解決策の検討を継続する。 

 

２ 開催実績  

回 開催日 実施内容概要 参加数 

１ 令和 7 年６月２４日 

・部会長・副部会長の承認 

・医療的ケア児・重症心身障害児者報告 

・令和６年度医療的ケア児等支援検討部会振り返り 

・令和７年度活動案 

・帯広市の災害対策について  

２４人 

２ 令和 7 年１０月７日 

・プロジェクト活動の報告 

  生活サポートブック配布状況 

  事例検討プロジェクト 災害対策モデル選定について 

  移行期医療プロジェクト 

・帯広市での入浴支援の現状について情報共有 

  介護用洗身用具のデモ体験 

・医療的ケア児研修会の実施について 

２３人 

３ 令和８年１月１６日 

・こども支援部会と合同開催による医療的ケア児研修会の実施 

研修会テーマ「地域で支える医療的ケア児の生活～保育所に

おける支援体制への取り組み～」 

講師 十勝障がい者総合相談支援センター・緑ヶ丘保育所  

プエオキッズ 

６１人 

４ 令和８年２月１７日 

・令和７年度 医療的ケア児等支援検討部会振り返り 

・令和８年度の取り組みに向けて 

・地域課題への取り組みの評価 

１８人 
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プロジェクト活動 

回 開催日 実施内容概要 参加数 

１ 令和 7 年７月１５日 

・生活サポートブック作成プロジェクト 

対象者・関係機関への配布方法の検討 

内容の見直しの方法の検討 

・事例検討プロジェクト（災害対策について） 

モデルケースの選定について 

個別避難計画等の作成手順の確認 

・移行期医療プロジェクト 

帯広市での移行期医療の現状の共有 

※北海道移行期医療センターCo が ZOOM で参加 

→その後、北海道移行期医療センター主催の講演会の実施につ

ながる。（帯広市自立支援協議会が後援） 

講演会「北海道における移行期医療」 

～成人診療科への移行に取組む帯広地域の事例と支援の実際～ 

 帯広市の医師がそれぞれの立場で気づきや課題を共有 

１６人 

２ 令和 7 年９月１６日 

・生活サポートブック作成プロジェクト 

対象者と関係機関への配布完了 

・事例検討プロジェクト（災害対策） 

モデルケース２例の決定 

想定される災害を検討 

・移行期医療プロジェクト 

対象児者へのアンケートの実施について 

１３人 

３ 令和８年１月２０日 

・事例検討プロジェクト（災害対策） 

モデルケース２例の基本情報の確認 

現状の課題について意見交換 

今後の動きの確認 

１２人 

    

３ 解決すべき課題 

• 各ライフステージにおける支援システムつくり 

• 医療的ケア児者・重症心身障害児者および家族への情報提供の充実 

• 個別事例からみえる地域課題 

• 医ケア児者および重症心身障害児者の周知活動 

• 福祉サービスの充実（短期入所・入浴支援など） 

• 家族支援（レスパイト・就労困難など） 

• 看護師体制の整備への検討 

• 災害時対策への取り組み 

• コーディネート機能の充実 

 



 

４ 実施・解決できたこと 

• 移行期医療プロジェクトの取り組み 

• 医ケア児等の教育相談や就学先決定の時期を早める対応 

• 医ケア児生活サポートブックの発行・配布・帯広市ホームページ掲載 

• 医ケア児についての周知活動として、医ケア児研修会の実施（医ケア部会+こども支援部会）・こ

ども支援部会にて「医ケア児の家族の想い」の発表の実施 

• 訪問入浴に関する対象家族へのアンケート調査、入浴補助用具の体験 

• 保育所・小学校でのハイブリット型看護師配置の実施 

• 事例検討プロジェクトによる災害対策への取り組みの開始 

 

５ 実施・解決できなかったこと 

• コーディネート機能の充実についての取り組みが必要 

• 災害対策や移行期医療支援、事例検討などは、プロジェクト活動も活用しながら継続して取り組む

必要がある。 

 

６ 令和８年度の取り組みの方向性 

 コーディネート機能の充実に対する取り組みの検討 

 プロジェクト活動の継続（事例検討、災害対策の検討、移行期医療支援の状況把握） 

 医ケア児者に関する啓発活動  

 


